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2030年への⾶翔 CATVが⽬指す社会像

 「2030ケーブルビジョン」を推進することで、将来どのような社会を実現できるのか、
『CATVが⽬指す社会像』を分かりやすく説明する資料として、イラストを作成。

 今後の議論や検討の⽷⼝として、またシナリオを膨らましていくたたき台として、活⽤いただきたい。
関係者間で夢のある共通イメージを醸成することが、ビジョンの推進にお役に⽴てれば!!

※６つのテーマとは別に、社会像が伝わりやすい８つの利⽤シーンを想定して作成。
また、アクションプランの記述では表現しきれないことをエッセンスとして加味。
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 ⼤画⾯のテレビを使って、誰でも簡単に、買い物、孫との会話、健康管理などが可能に
 CATV職員が商品のお届けから、スマートホームなど、幅広くサポート
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 テレビを使った簡単な⾏政⼿続き、安全・安⼼を確保する地域の⾒守りシステム、⽇々の健康情報に
基づく適切な医療、多⾔語翻訳によるコミュニケーションの円滑化など、CATVが毎⽇の⽣活を⽀援
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 CATVの放送コンテンツのIP配信により、家の中だけでなく、⾃動⾞や電⾞での移動中、スポーツバー、
街中の⼤画⾯など、いつでも、どこでもCATVの放送コンテンツを楽しむことが可能に
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 地域のお祭りや⼤学の授業、地元のクリエイターのコンテンツを磨き上げて、CATVのシステムを使って
世界へ発信するなど、地域コンテンツの発信、地域のグローバル化を推進

2030年への⾶翔 CATVが⽬指す社会像



Japan Cable and Telecommunications Association Confidential and Proprietary 5

 各国のエンジニアが協⼒したモノづくりの円滑化、VRを活⽤した国際トレッキング、ローカル５Gを活⽤
したワイヤレス観光、eスポーツ⼤会など、地域の国際化、国際交流を⽀援
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 出産、⼩中学校の学校⾏事、地元企業の情報発信、結婚から終活まで、CATVのコンテンツ制作⼒
を最⼤限発揮し、CATVが⼈⽣のあらゆるシーンをサポート

2030年への⾶翔 CATVが⽬指す社会像



Japan Cable and Telecommunications Association Confidential and Proprietary 7

 広域展開されたローカル５Gや地域BWAを活⽤し、AI予測による災害情報の配信、⾃宅からできる
リモート農業、⾃動運転タクシーの配⾞など、スマートシティ実現を⽀援
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 ５Gや光ネットワーク、データセンターなどのCATVの地域基盤がハブとなり、地域の働き⽅、地域ビジネ
ス、低炭素社会、地⽅移住、公共サービス、地域エネルギーなど、地域の循環社会を下⽀え
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